
 
 
 

大学基準協会の 

相互評価結果 
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相互評価結果を受けて 

 平成 16 年 3 月、大学基準協会から相互評価の結果を受理した。大学として、この
第三者評価結果を真摯に受け止め、自己点検・評価委員会が中心となって今後の

対応について協議している。 
まず、財政の公開について「教職員・学生・父母および卒業生をはじめとした関係

者に対し、財務三表すべてを含めた財政公開を広く積極的に実施されたい」との指

導については、平成 16 年 8 月発行の大学広報第 177 号にて財務三表を公開すると
ともに、その内容を大学のホームページにも掲載することにした。また、勧告で指摘され

た「セクシュアル・ハラスメント防止に関する規程の整備」については、すでに規程を制

定し、改善に努めている。 
問題点の指摘に関する大学基準協会からの助言の内容は「理念・目標」「教育研

究組織」「学部の教育研究の内容・方法と条件整備」等、11 項目と多岐にわたってい
るため、管理運営・教育・研究・診療の 4 部会にて今後の対応を検討している。更に、
学長の指導下に自己点検・評価委員会の各部会長を中心にタスクフォースを選任し、

改善・改革すべき問題点を点検・評価報告書より抽出し、戦略的および戦術的な問

題解決策を提起すべく鋭意努力をしている。なお、自己点検・評価委員会において

解決できない指摘事項については、理事会も含めて大学全体が一丸となって取り組

んでいく予定である。 
これら一連の作業は平成 19 年 7 月までに大学基準協会へ「改善報告書」としてと

りまとめて提出することになっている。また、平成 23 年 3月に認定期間が満了するため、
次回の相互評価の認定を受けるべく、更に本学の改善・改革を着実に進めていく所

存である。 
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